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新 春 号

���� WINTERひとやねは「一つ屋根の下」という言葉に由来し、さまざまな人や物、ことが集まる場所を提供し続けます

ひとやねのことや、「ひとやねかわら版」に関するご意見、ご質問はこちらまでどうぞ！ >>>>>  hitoyane@uedabk.jp(かわら版担当者宛て)

これからの予定
ひとやね ▼ 1月16日(金)、17日(土)／植田板金店50周年OB様感謝祭

▼ 2月21日(土)、22日(日)、23日(祝・月)／植田板金店50周年＆ひとやね2周年感謝祭（仮）

▼ 2月8日(日)／ひとやねマーケット

https://uedabk.co.jp https://shanetuyasan.comhttps://koyayasan.comhttps://tosouyasan.nethttps://uedabk.jphttps://hitoyane-cw.com

コ ワーキングスペ ース

https://hitoyane.shop

屋 根・小 屋 の 展 示 場
コ ワーキングスペ ース

安 心 を 届 け る 美 観 を つくる 夢 を か な え る 環 境 を ま も る
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︑迷
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︒
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︑
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︒
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Ueda
Bankinten

1976 - 2026

おか げさまで、植 田 板 金 店 は 創 業 5 0 周 年 を迎えることができました 。

これまで支えてくだ さったお 客 様・地 域 の 皆 様・協 力 会 社 の 皆 様 、

そして社 員 一 人 ひとりに 心より感 謝 申し上 げます。

私たち植田板金店は、1976年の創業以来、多くの皆さまに支えられ、
2026年に50周年を迎えることとなります。ここまで歩みを続けることが
できたのは、お客様をはじめ、地域の皆さまや協力会社のお力添えの賜
物です。あらためて深く感謝申し上げます。

私たちのミッションは、「安心できる『バ』づくり。」です。
安心できる住まい、快適に働ける職場環境、地域の人々が挑戦に踏み
出せる拠点――さまざまな“場”を通じて、人々が心から安心できる環境
をつくり続けています。

2024年には、その想いを形にした拠点「ひとやね」を開設しました。ここ
は屋根や小屋の展示場であると同時に、人と人が出会い、新しい挑戦
や学びが生まれる地域のハブとして広がっています。「安心できる『バ』
づくり。」を体現する場であり、これからの時代に向けた新たな挑戦の舞
台でもあります。

現在は「屋根やさん」「塗装やさん」「遮熱やさん」「小屋やさん」という4
つの専門事業を展開し、住まいの安全や快適さ、そして環境への配慮に
も力を注いでいます。これからも「日本一の板金屋」を目指し、それは規
模や売上ということだけではなく、「社員の幸福・お客様の満足・関わる
人との信頼」を大切にしていきます。

50周年を新たな出発点とし、これからも挑戦を重ねながら、地域に必要
とされ続ける存在であり続けたいと思います。今後とも変わらぬご支援
を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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植
田
板
金
店
は
︑２
０
２
６
年
１
月
に
創
業
��
周
年
を
迎
え
ま
し
た
︒家
の
暮
ら
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を
守
り
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け
て
き
た
屋
根
︒

そ
の
歴
史
に
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︑少
し
で
も
屋
根
に
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︒

そ
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こ
れ
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も
︑地
域
に
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と
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で
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・
家
・
屋
根
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︒

2017年
小屋やさんを開始

1995年新社屋完成・
ハウジングウエア
株式会社を設立

2022年遮熱やさん／
屋根やさんを開始

2022年「木庵」
国立競技場で完成
披露宴発表会を開催

2023年塗装やさんを開始

2024年日本初、屋根・小屋の
展示場とコワーキング
スペースの複合施設

「ひとやね」がグランドオープン

2025年新企業理念策定／
RVパークsmartひとやねを開始
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︑ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
瓦
や
ス
レ
ー
ト
瓦
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︒

スパニッシュ瓦S瓦
大正時代スペインから輸入が
開始され、次第に赤土を使い
国内でも製造されました。

スレート瓦屋根
明治時代、海外から天然スレートを輸入。
昭和に入り国内でも
人工スレートを生産開始。

づ
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︑
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史
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︒軽
さ
・
耐
久
性

か
ら
金
属
屋
根
が
一
気
に
広
ま

り
始
め
ま
し
た
︒
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光
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光
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︑省
エ
ネ
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
屋
根
が
求
め
ら
れ
る
時
代
へ
と
移
行
し
ま
し
た
︒

省Ｚ
レ
ー
ト
瓦
が
大
量
生
産

さ
れ
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︒
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光
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右
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
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屋根と兄弟

　雨樋　の

意外と知られていない話
雨樋（あまどい）は、屋根とセットで語られることの多い重要な建物
部位です。屋根に降った雨水をスムーズに地面へと流す役割を持ち、
建物を雨害から守る点では屋根と同じくらい欠かせない存在です。

まず昔の雨樋は、水を排水するためではなく、屋根に
降った雨水を飲料水や生活用水として利用するため
の「上水道」の役目を果たしていました。雨水は貴重な
資源であり、樋を伝って集められた水は、井戸や水瓶
に集められて生活を支えていたといわれています。　
また、雨樋の素材も時代とともに大きく変化しました。
江戸時代には竹が樋として多く使われ、節の空洞部分
をそのまま利用することで軽くて扱いやすく、交換も簡
単でした。さらに上流階級の家では銅製の雨樋が使わ
れ、年月を経ると青く色づく「緑青（ろくしょう）」が、富と
格式の象徴として好まれました。　
現代の雨樋はメーカー独自の技術で進化しています。パナソ
ニックの「瞬水」は豪雨時のあふれを抑え、タニタの「すとっ
葉 ー゚U�号」は落ち葉詰まりを防ぐ設計。雨樋は今、気候に合
わせて性能が向上し続ける“高度な技術パーツ”なのです。

防災瓦「ROOGA」
従来の瓦に比べて約50％軽量化

壁／断熱材
※断熱（使うエネルギーを減らす）

窓／高断熱アルミ樹脂複合サッシ
※断熱（使うエネルギーを減らす）

太陽光
※創エネ（エネルギーをつくる）

遮熱やさん「シャネリアⓇ」
断熱材だけでは防げない室内の
輻射熱を、97％カット

エコキュート（高効率給湯器）
※省エネ設備（使うエネルギーを効率よく）

HEMS
※省エネ設備（使うエネルギーを効率よく）

蓄電池
※創エネ（エネルギーをつくる）

※写真はイメージです

HEMS ためる

つくる

賢く
つかう

ホーム・エネルギー・
マネジメント・システム

電力利用状況の
見える化

エネルギーモニター

軒とい ＋ 高排水システム対応
たてとい

軒とい サイホン
現象発生


